中国雲南省 -- 少数民族の棚田 (フォト・エッセイ) by 大塚 雅貴




経済研究所 / Institute of Developing












の光景が消えるどころかコメ 愛する少数民族たちが次々と山を削り、新しい を築き上げている。ここは雲南省・南部の哀牢（あろう）山脈に位置する元陽県。私がはじめてこの地を訪れたのは一〇年ほど前。きっかけは昆明の写真家から見せて らった一冊の写真集にあった棚田の風景 その後、何度もこの地を訪れては四季が織り成す風景や独特 習慣や文化を守る少数民族の撮影を行ってきた。
　雲南省の省都・昆明からベトナム国境へ


























ミャオ族などの少数民族が千数百年前の唐の時代から育んできた。 「ここが稲作のできる限界なの す」と稲を大事そうに見守るイ族 李さん。標高一八○○メートル、年間の平均気温は一一 ・六度 ベトナム国境に近い温暖な気候に位置しながらも、李さんが暮らす高山区と呼ばれる地域では稲作農家にとって厳しい環境であった。私が訪れた雨季の最中には連続七日間も霧に覆われ、六月の平均雨量は二六○ミリにも達した。
　ぬかるんだ畦道は崩れやすく、七月は水
































こには一年から六年生まで全生徒二○六人の子供たちがいた。その表情は明るくて無邪気。天然藍で染め れた制服に共産党の印である赤い布を巻き 必死に先生を見つめる眼差しは真剣だ。箇旧市から来た王校長は「村全部 来ているわけではない、貧しい家庭では半年分のわずか七元の学費すら払えない」と話す。現金収入が少なく、老人は文字を書く人も少な 。それでも数十年前に比べれば生活 よくなったと人々 口を揃えた。どこへ行っても棚田に暮らす人々は苦しい生活を送っているが、必死に生きる人々の姿は棚田の美しさ以上に私の心に深 残った。
　セミが鳴きトンボが舞う夏。腰の位置ま














へ三○キロに迫る金平を訪れた。ここにはハニ、イ、ミャオ、ヤオ族が暮らしている。周囲を山に囲まれ、その斜面にはまるで天に続く階段のように潤った青々としたイネが輝いていた。街の米店では新種や色が違う様々な種類のコメが並んでいた。赤米、白米、もち米、香りのよい五○二、 四四九などもある。この辺りでとれたコメはどれも粘りがあり、噛むとジャポニカ のような歯ごたえ。どれもおいしいコメばかりだ。足りなくなれば、南へ三○キロのベトナム国境からコメが輸入さ ると う。
　「よく来たねえ」 、 「さあご飯を一緒に食
べましょう」 。数年ぶりにハニ族の家族訪れると、温かい言葉で私を迎えてくれた。久しぶりに会った八一歳のお婆さんは元気だった。茶碗いっぱいに盛られた白いごはん。お年寄りから子供まで 家そろっての食事の時間は、苦労を忘れ笑顔が絶えないささやかな楽しいひと時であった 電話もなければテレビもない。街のにぎやかな生活にあこがれることはあっても村を離れることは い。それは先祖が切 拓 た土地を敬い、稲作への執念を抱き続け るからだ。私は棚田というこ 美しい伝統を守り続けてほしいと願わずにはいられなかった。
（おおつか 　まさたか／写真家）
